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研究授業「保育内容―健康」の実施

田 中 美 季

Enforcement and reflection of an open class
“ ”The contents of childcare Health–

Miki Tanaka

Abstract

This study is a record of open class of the contents of childcare-Health done as a part of“ ”

trial for the class improvement that Department of Early Children Care and Education of Taka-
2003.matsu Junior College enforced from

In this lecture  I make clear relation of childcare basis of a kindergarten  a nursery school and the, ,

, , , ,contents of childcare-Health and deepen understanding about the aim contents a method
.and think about health of an original children

students take this class department of Early Children Care and Education and Music the90

.second grade

本稿は，平成15年度から本学保育学科が実施している授業改善のための事業「保育学科

における教員の授業研究の実施」（大学教育高度化推進特別経費 平成15年教育・学習方

法等改善支援経費）の一環として行われた「保育内容―健康」の研究授業の記録である。

本学科の研究授業は昨年度から試行的に行われており，今回が３回目を数える。本講義は

平成16年度としては初回の研究授業である。

１．研究授業の日程

研究授業および検討会は次の日程で行われた。

〈研究授業〉

日 時：2004年６月21日（月）４校時 14時40分～16時10分

場 所：Ａ31号教室

授業科目：保育内容―健康〈担当：田中 美季〉
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参 加 者：他学科の教員を含め７名

〈検 討 会〉

日 時：2004年７月８日（木）11時30分～12時50分

場 所：小会議室（本館６階）

参 加 者：本学科教員８名

先述したが，あくまでも試行的に行われているため，研究授業として，特別な時間帯が

設定されていないので，本学科の教員であっても授業時間帯が重なっており，研究授業に

参加できないという場合もあった。

２．本講義の目的

本講義では，幼稚園・保育園の保育の基本と領域「健康」の関係を明らかにし，そのね

らい，内容，方法について理解を深めるとともに，本来の子どもの健康を考える。また，

21世紀を展望した新しい時代の教育のあり方や週５日制の今後のあり方など，ゆとりの中

で生きる力をはぐくむことを理解し，子どもがたくましく生きるための健康や体力につい

て習得することを目標とする。

３．学習者の状態

本講義の受講生は，保育学科・音楽科２年生90名である。本講義は，幼稚園教諭２種免

許状および保育士資格を取得するための必修科目である。したがって，学習者全員が，幼

稚園教諭２種免許状あるいは保育士資格を取得することを目指しているものとして授業を

展開している。

４．これまでの授業の進行状況と本時の内容

第１講【オリエンテーション】

第２講【健康とは何か？】

子どもの健康を考える前に自分の健康を考えてみよう。 が定義する健康WHO

を基に，「健康とは何か？」を検討する。

第３講【子どもの健康について】

私たちが「健康な子ども」を考えるとき，一般的にイメージして思い浮かべる
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子どもとは，どんな子どもなのか？子どもの「健康観」について考えてみよう。

第４講【幼稚園・保育園の保育の基本と領域「健康」について】

幼稚園教育要領および保育所保育指針における，領域「健康」の位置づけにつ

いて考えてみよう。

第５講【子どもの発達と健康について(1)】

人間の発達の考え方，捉え方について学習する。からだの構造と機能の発達で

みられる発達の原則，心身の発達の過程でみられる発達の原則について理解する。

第６講【子どもの発達と健康について(2)】

発達のつまずきにみられる発達の原則について学習する。学習の適時性と臨界

期，初期経験の影響について，各個人の経験を基に検討してみよう。

第７講【本時：子どもの発達と健康について(3)】

第５・６講では，人間の発達の原則を概論的に追いかけたが，本講義では，か

らだの発育・発達について，具体的に学習していく。まず，スキャモンの発育曲

授業計画案

2004年６月21日
保育内容―健康 保育・音楽２年 90名 第７講

月曜日 ４校時

題 目 子どもの発達と健康について(3)

目 標 ・からだの発育・発達について理解する。

・「形態の発育」「生理的機能の発達」「運動機能の発達」

「微細運動の発達」について学習する。

・実際に幼稚園の現場で各個人が感じたことと，“子どもの発

達”について検討する。

講義内容・学習活動・指導上の留意点

授業開始 ● 本日のトピックス

１０ ● からだの発育・発達〈資料２〉

・スキャモンの発育曲線（ 提示）OHC

３５ ● 形態の発育〈資料３〉

４０ ● 生理的機能の発達〈資料３〉

４５ ● 運動機能の発達〈資料３〉

５０ ● 微細運動の発達〈資料３〉

５５ ● アンケート結果 発表

・“幼稚園教育実習をとおして，園児のからだのおかしさベス

ト３”（ 提示）OHC
● 実際に幼稚園の現場で各個人が感じたことと，“子どもの

発達”について

・“園児のからだのおかしさ”の原因は？

・“おかしい”と感じていることは，本当におかしいの？
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線を使い，からだがどのような推移で発育・発達していくのかを理解する。次に

「形態の発育」「生理的機能の発達」「運動機能の発達」「微細運動の発達」を

概論的に追いかける。（詳細は次講へ）最後に，前講義の第６講で，“幼稚園教

育実習をとおして，園児のからだのおかしさベスト３”というアンケートを行っ

た。そのアンケート結果を基に，実際に幼稚園の現場で各個人が感じたことと，

“子どもの発達”について検討する。（ただし，学習者の反応，理解の状況に

よって，大幅に変更される可能性もある。）

５．今後の授業の予定

第８講【子どもの基本的生活習慣の形成方法】

第９講【子どもの基本的生活習慣の各論】

第10講【子どもの運動・スポーツの考え方とその指導】

第11講【子どもの運動遊びの実際】

第12講【安全教育の重要性とその基本】

第13講【子どもの安全能力と事故防止】

第14講【幼稚園・保育園における健康教育の具体的な取り組み】

第15講【総括】

６．研究授業を終えて

(1) 目標設定について

本講義は大きく分けて２つの目標を設定した。一つは，子どものからだがどのような推

移で発育・発達していくのかを具体的に学習すること。二つ目は，幼稚園の教育実習をと

おしてのアンケート結果から，実際に幼稚園の現場で各個人が経験し，感じたことと，

“子どものからだの発達”という理論を結びつけるということであった。

一つ目の目標は，スキャモンの発育曲線を使い，説明した。資料の提示は で行い，OHC

学生の手物にある配布資料とモニターに映し出される資料とを照らし合わせながら学習す

るという方法をとった。 で提示した資料に色マジックで書き込みをし，グラフの何OHC

を説明しているのかをできるだけリアルタイムで明確に理解できるよう工夫した。した

がって，グラフの意味や内容は比較的理解しやすかったと想像するが，肝心の“子どもの

からだの発達”に関して本質的な内容を把握したかという点においては少し自信がない。
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かなり盛りだくさんの内容で急いで説明してしまったため，学生が頭を整理するには至ら

なかったのではないかと反省している。

二つ目の目標設定はかなり厳しかった。学生が実際に保育の現場で感じたこと，考えた

ことと机上で学習する保育理論とを結びつけるのは思ったより難しかった。授業前はいろ

いろとイメージ的にはでき上がっていたのだが，実際にやってみるとアンケートの結果に

終始してしまい，何をどのように…どういう理論に結びつけるのか，それが子どものから

だの発達のどの部分と結びつけることができるのか，という考察が浅かったのだと思う。

今後，一層の教材研究，授業方法の検討を要すると内省した。

(2) 授業の流れについて

全体的には時間が押してしまった感がある。授業計画案どおりに進めなければいけない

という気持ちはなかったが，アンケート結果の考察の時間がどうしても不足した。それは，

前半の部分でスキャモンの発育曲線を使って“子どものからだの発達”を説明するところ

で，少し欲張り過ぎて時間を費やしたためだと思う。１コマの授業内容にしては，盛りだ

くさんだったかも知れない。また，授業の中で緩急をつけるよう努力しているが，いろい

ろなトピックスを用意していたので，学生としては，目移りして少し忙しかったかも知れ

ない。

検討会の中で“その次を知りたくなるような話の進め方だった。”“授業目標から外れ

ているようで外れていないトピックスの使い方だった。”という評価もいただいたが，

“講義後に自分で調べてみたくなるという「問題提起」的な働き方が足りなかったので

は？”という意見もいただいた。大変貴重な意見をいただき，今後の授業研究に大いに役

に立った。

(3) 教員の個性を生かした授業

検討会で“教員の個性を生かした授業としては面白かった。”という評価をいただいた。

自分の個性とは一体何か…あらためて考えさせられた。授業目標のテーマから離れている

ようで実はつながっている自身の経験談や最近の注目されているニュースやトピックス，

学生が興味を持つような話題も授業の良い教材になる。様々なツールを使って，緩急をつ

ける授業展開を心掛けている。しかも，学生にできるだけインパクトのある話し方をする

ために関西弁を使う。検討会でも話題になったが，ここで“言葉づかい”の問題がある。
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授業者自身の個性である“言葉づかい”は確かにインパクトを与えることはできるかも知

れないが，少々乱暴で，保育者になろうとしている学生たちにとってはとてもお手本にな

るものではない。教員の個性を生かした授業と学生を指導する立場である教員の素養，ど

ちらも大切であるが，バランスのとれた授業展開にしていかなければならない。

おわりに

本学科では，昨年度から試行的に行われている研究授業であるが，大変良い試みだと授

業者になってあらためて思った。各先生方に貴重な評価やご意見をいただき，自分自身の

未熟さを痛感し，また教員として少ない長所も見つけることができた。本学の教育改善，

授業改善には，教員一人ひとりの地道な努力と少しずつの改良が不可欠であると考える。

そのためには他者からの評価，指摘を恐れず，自らを向上させていく力が必要であろう。

未熟な授業者の研究授業に協力していただいた学生をはじめ，貴重なご意見，評価をく

ださった諸先生方に感謝いたします。
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補助資料（配布・提示資料）
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